
一 般 質 問
（ 要 旨 ）

花も水浴び
（緑町）

令 和 ６ 年 度 政 務 活 動 費 収 支 報 告   （単位：円）

本会議において賛否の分かれたもの� ○は賛成 ×は反対

会　　派　　名 自由民主党
昭島市議団

公　明　党
昭島市議団

日本共産党
昭島市議団

都民ファーストの会・
立憲民主党
昭島市議団

み　ら　い
ネットワーク 無　　会　　派

会派の議員数 ( 人 ) 6 5 3 3 2 1 1 1
交　 付　 額 1,440,000 1,200,000 720,000 720,000 480,000 240,000 240,000 240,000
支　 出　 額 1,232,087 796,991 668,745 774,826 363,242 278,985 189,375 61,435

（
　
内
　
訳
　
）

調 査 研 究 費 798,213 587,787 357,966 83,357
研　 修　 費 2,000 49,940 195,628 134,148
広　 報　 費 398,450 634,260 415,260
広　 聴　 費 45 141 670 790
要請・陳情活動費 4,830
会　 議　 費
資 料 作 成 費 35,379 121,363 24,283 15,989 27,822 47,135
資 料 購 入 費 80,870 9,532 1,600 296,523 27,405 14,300
人　 件　 費
事 務 所 費

返還額 ( 交付額 -支出額） 207,913 403,009 51,255 - 116,758 - 50,625 178,565

あ き し ま 市 議 会 だ よ り 令和７年 （２０２５年） ７月３１日　6No.293

質
問　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
①

子
ど
も
た
ち
を
性
被
害
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
未
然
に
防
ぐ

手
立
て
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ア
プ
リ
「
コ
ド
マ
モ
」
が
広
く

活
用
さ
れ
る
よ
う
周

知
・
啓
発
を
進
め
て

い
く
べ
き
。
考
え
は
。

②
地
域
に
偏
り
の
な

い
確
実
な
人
数
に
よ

る
登
下
校
時
の
見
守

り
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
。
通
学
路
安
全
連
絡
員

に
つ
い
て
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
更
に
人
を
集
め
、
新

し
い
体
制
を
作
る
考
え
は
。

答
弁　

①
周
知
方
法
等
に
つ
い

て
ど
う
い
っ
た
手
法
が
取
れ
る

の
か
、
可
否
も
含
め
学
校
等
関

係
機
関
と
連
携
を
図
る
中
で
協

議
し
て
い
く
。
②
引
き
続
き
広

報
紙
等
に
よ
り
連
絡
員
の
募
集

に
つ
い
て
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
よ
り
多
く
の
方
に
協
力
し

て
も
ら
え
る
制
度
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

質
問　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
、
官
民
は
も
と
よ
り
、
市

民
全
て
が
一
体
と
な
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
①

脱
炭
素
に
つ
な
が
る
新
し
い
豊

か
な
暮
ら
し
を
創
る
運
動
の
愛

称
で
あ
る
「
デ
コ
活
」
に
つ
い

て
、
デ
コ
活
宣
言
を
し
た
上
で
、

脱
炭
素
化
へ
の
具
体
的
な
13
の

実
践
例
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発

す
べ
き
。
考
え
は
。
②
資
源
の

再
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、

び
ん
の
分
別
の
徹
底
に
つ
い
て
、

改
め
て
周
知
・
啓
発
す
べ
き
。

考
え
は
。

答
弁　

①
デ
コ
活
宣
言
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
ツ
ー
ル
を
積
極

的
に
検
討
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
脱
炭
素
化
に
向
け
た
全
市
域

的
な
機
運
の
醸
成
を

図
っ
て
い
く
。
②
こ

れ
ま
で
も
「
資
源
と

ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
等
に
掲
載
し

て
い
る
が
、
更
に
分

別
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
、
リ
サ

イ
ク
ル
通
信
へ
の
掲
載
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
活
用
に
よ
り
、
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

質
問　

子
ど
も
性
暴
力
防
止
法

に
基
づ
く
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
を
活

用
し
、
子
ど
も
た
ち
を
性
暴
力

や
不
適
切
な
行
為
か
ら
守
る
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
①
対

象
と
な
る
事
業
や
市
に
指
導
監

督
責
任
の
あ
る
業
務
は
。
②
最

低
限
の
人
数
で
の
適
正
な
情
報

管
理
が
望
ま
し
い
が
、
中
心
と

な
っ
て
対
応
を
行
う
部
署
は
。

答
弁　

①
学
校
教
育

法
・
児
童
福
祉
法
の

認
可
を
受
け
て
い
る

学
校
・
認
定
こ
ど
も

園
等
が
義
務
対
象
と

な
り
、
認
可
外
の
届

出
事
業
・
民
間
事
業
等
は
認
定

制
度
に
よ
り
そ
の
対
象
と
な
る
。

②
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
各
部
署
の
役
割
等
を
検

討
し
て
い
く
。

質
問　

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、

質
問　

昭
島
市
表
彰
条
例
で
は
、

市
政
振
興
に
寄
与
し
、
市
民
の

模
範
と
な
る
行
為
が
あ
っ
た
者

を
表
彰
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い

る
市
民
も
対
象
と
す

る
考
え
は
。

答
弁　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
る
青
少
年
へ
の
青

少
年
善
行
表
彰
や
、
ア
ダ
プ
ト

団
体
を
対
象
と
し
た
感
謝
状
の

贈
呈
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
表
彰
制

度
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

①
自
治
会
が
行
う
お
祭
り
等
に

お
い
て
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

や
ミ
ス
ト
扇
風
機
の
購
入
費
助

成
を
行
う
考
え
は
。
②
改
正
労

働
安
全
衛
生
規
則
の
施
行
に
よ

り
、
事
業
者
の
熱
中
症
対
策
が

義
務
化
さ
れ
た
が
、
市
職
員
に

お
け
る
対
応
は
。

答
弁　

①
都
が
実
施
す
る
地
域

の
底
力
発
展
事
業
助
成
制
度
は

イ
ベ
ン
ト
等
で
使
用
す
る
物
品

の
購
入
な
ど
が
対
象
と
な
る
た

め
、
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い

く
。
②
新
た
な
対
策
グ
ッ
ズ
の

導
入
を
検
討
す
る
ほ
か
、
効
果

的
な
対
策
等
を
全
庁
に
周
知
し
、

職
員
の
健
康
を
守
っ
て
い
く
。

公
明
党
昭
島
市
議
団	

松
原 

亜
希
子 

議
員

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

取
組
み
に
つ
い
て

②
ま
ず
は
、
教
育
委
員
会
実
施

の
不
登
校
に
関
す
る
講
演
会
で

情
報
共
有
の
機
会
を
確
保
す
る

中
、
保
護
者
連
絡
会
の
在
り
方

を
研
究
し
て
い
く
。

質
問　

生
活
保
護
に
つ
い
て
、

①
不
正
受
給
を
防
ぐ
に
は
財
産

の
正
確
な
把
握
が
重

要
で
あ
る
。
調
査
を

行
う
金
融
機
関
の
範

囲
は
。
②
受
給
者
の

経
済
的
自
立
を
支
援

す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

①
大
手
都
市
銀
行
を
は

じ
め
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や

地
方
銀
行
等
へ
の
調
査
を
行
い
、

漏
れ
の
な
い
対
応
に
努
め
て
い

る
。
②
昭
島
市
く
ら
し
・
し
ご

と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
就
労
に
向
け
た
基
礎
的
な

能
力
を
身
に
つ
け
る
就
労
準
備

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

確
か
な
学
力
の
定
着
に

つ
い
て
、
①
複
数
の
教
科
を
関

連
づ
け
て
学
び
を
深
め
る
教
科

横
断
的
な
学
習
は
、
問
題
解
決

能
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
点

で
重
要
と
考
え
る
。
実
施
の
頻

度
は
。
②
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
の
実
践
に

は
、
一
斉
教
授
型
か

ら
の
転
換
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
教
員
の

指
導
力
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
市
独
自

の
対
策
は
。

答
弁　

①
頻
度
は
高
く
な
い
が
、

直
接
的
な
関
連
を
持
つ
教
科
間

や
学
ん
だ
こ
と
を
他
教
科
で
生

か
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

②
教
育
委
員
会
へ
の
人
材
育
成

担
当
の
配
置
や
大
学
教
授
等
に

よ
る
授
業
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

不
登
校
支
援
に
つ
い
て
、

①
令
和
６
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
校
内
別
室
指
導
を
拡
大
す

る
考
え
は
。
②
不
登
校
の
子
ど

も
を
持
つ
保
護
者
の
情
報
共
有

の
場
と
し
て
、
保
護
者
連
絡
会

を
開
催
し
て
は
。

答
弁　

①
７
年
度
に
不
登
校
対

応
巡
回
教
員
を
中
学
校
に
２
名

配
置
し
た
。
校
内
別
室
指
導
の

更
な
る
充
実
を
推
進
し
、
多
様

な
学
び
の
創
出
に
努
め
て
い
く
。

無

会

派	

永
井 

み
つ
る 

議
員

確
か
な
学
力
の
定
着
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

公
明
党
昭
島
市
議
団

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・
立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

無

会

派

採

決

の

結

果（４）（５）（３）（３）（２）（１）（１）（１）

行政手続における特定の個
人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用並びに特
定個人情報の利用及び提供
に関する条例の一部を改正
する条例

○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 可　決

昭島市地区計画の区域内に
おける建築物の制限に関す
る条例の一部を改正する条例

○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 可　決

（  ）内は議員数
議長は含まれない

会  派  名

件 名

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

三
田 

俊
司  

議
員

子
ど
も
達
を
性
暴
力
か
ら

守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て


